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うに固定 してい る｡ この とき･ダク ト内径
D.=103.5ⅡmQ に た い し 試 料 の 直 径
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周波数Dtz]













































一 方 , 周 辺 拘 束 が 弱 い Ad=Orm と
Ad=1.5rm の場合は,骨格共鳴がそれぞれ約
90Hzおよび60Hz付近に低下するが,全周波数
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(a)板状吸音構造
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値解析により求め, 2ポー トおよび1ポー トの
要素特性測定法【30,19]を適用してd=50Ⅱ皿 の
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I;享 =;=遜 9=:5 . 譲 ぎ症
0)サウンドストリー ム 3000Hz(2WA-3.53)






図17 吸音体周辺の音圧および音響インテンシティ分布 (0次モー ド励振の場合)
図18観測点音圧p,進行波音圧a,b,および固有音字透過係数 で














(J=1) とパ ワ ー 透 過 率 (J=2) は
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数値解析により, 9次モー ド波 cut-of周波数
までの多モー ド分離観測が達成された｡






(5.4) また,迷路型 (サウンドス トリーム型)は
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